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論文内容の要旨
江戸時代の大坂における蔵屋敷の研究は、流通機構や業務などに主眼をおいた研究が中心で、蔵屋敷の
変遷、建築構成・空間構成、居住性などの作居史的な研究は皆無に近い。本研究では、佐賀藩、高知藩、
弘前・秋田藩、小室落、松代藩の大成蔵犀.敷を居作史的立場から検討を行い、蔵屋敷研究の新たな局面を
開くことを目的としている。
佐賀藩大坂l哉屋敷は、明暦元年 (1655)に天満I丁目下半町に所在し、上出敷と下回敷の機能を併せ
もっていたが、元禄5年 (692)段階では、拡張された屋敷の周囲を米蔵・長犀・馬尾で囲繰し、北側に
御屋形(御殿)が設けられていた。長屋は規模や設備によって格差が付けられ、御殿は、接客・)副土・台
所・役所空間で構成されていた。同蔵尾敷は享保9年(1724)の大火で全焼し、京保期に再建された。
高知藩の大坂蔵屋敷は、元和7年(1621)に江戸掘から長堀白髪町に移り、寛永期と明暦3年 (1657)
に屋敷地を拡大し、京都屋敷は寛永5年 (1628)に、伏見屋敷は正保元年 (1644)に購入されている。大
販蔵屋敷は東西に分かれ、東出敷には御殿・米蔵・長屋・貸家などが、明暦期に購入された西屋敷には、
役所・銀蔵・扶持米蔵・長屋・貸家などが設けられていた。同屋敷は、京都・伏見屋敷に比して収納関係
施設が充実し、また業務関連の役所や貸家を設けるなど、同藩の経済活動の中核的な施設であった。
弘前藩の敦賀・大津蔵屋敷は、延宝6年(1678)以降の大坂廻米の本格化により機能が低下し、天明期
に閉鎖された。一方、大坂蔵屋敷は享保9年の大火後に復興され、寛政9年(1797)に敷地を拡大した。
業務空間では米蔵が期築され、役所も拡張された。生活空間では留守居住居に接客機能が付随し、長屋は
拡張されるとともに付帯設備が充実し、居住性が向上された。秋田藩の大阪蔵屋敷は文化年間に設置され
た。両潜の蔵屋敷は、御l役所・住宅・長屋・米蔵などで構成され、西国諸藩の蔵屋敷とも共通する施設が
多い。
小室藩大坂蔵屋敷は小堀政ーがえ和3年に拝領したが、政ーの死後屋敷は問いられず、明暦の大火によ
る同藩江戸屋敷復興のために江戸に運ばれた。その跡地に天満惣年寄が長屋を建て、宝暦4年(1754)に
は家数230-240、居住者840余人と、小規模な借屋に多数の銅細工職人が居住ーする町に変貌した。
松代藩は、外国貿易を目的として嘉永期に大販市場に参入した。|司落蔵屋敷内には、留守居住居を兼ね
た役所と住居が各l棟、蔵は3棟あるのみで、座敷と貸家が敷地の約半分を占めている。向藩では、蔵屋
敷を夜地商人のための宿泊施設、商品の保管胞設と位置づけ、崩泊料や蔵敷料を藩の収入とする経営方針
は他藩とは異なるもので注目される。
以上、大坂蔵屋敷の典型的な建築構成は、佐賀藩・高知l藩大坂底出敷のように、周囲を米蔵・長屋・貸
家などで回線し、内部には御殿・役所・銀蔵などが設けられている。御殿は接'各・居住などの機能を有し、
長屋の規棋や設備などから役職による階層性が窺える。これは、収納・業務・接客・居住という大販蔵屋
-98-
敷の機能と対応したものである。
東国の蔵屋敷は西国諸藩と共通する施設が多いが、扉ー敷は小規模で御殿がなく、弘前藩では金蔵が設け
られている。本研究では、御殿・銀蔵・貸家を有する蔵屋敷を「西'国明J、御殿がなく金蔵を有し、小規
模な蔵屋敷を「東国型Jと類型化し、これまで一律に論じられてきた大坂蔵屋敷が、西国型と東国型に分
類できることを明らかにするとともに、近世大坂における蔵!五敷の研究および近世武家住宅の研究に新た
な知見を加えた。
論文審査の結果の要旨
本論文は、江戸時代の大阪蔵屋敷を取り上げ、指図などの基礎的な資料収集を行い、立地や敷地、屋敷
の変遷、建築構成、御殿の機能、役人住居の居住性などについて、}首位史の立場から論じたものである。
論文は、序論2章、本論5章、結論及び補論からなる。第 l章では、西同の佐賀謡大阪尾敷の初期の状
況、江戸時代における蔵屋敷の成立過程と変選、建築構成とその特色、御殿の変遷などを検討している。
第2章は、両国大名の上方屋敷を相亙比較するため位、高知藩における大坂・京都・伏見の各藩邸の指図
を比較検討し、大坂屋敷の特質を抽出している。第3章は、奥羽諸棒を代表する弘前藩・秋田藩の上方蔵
屋敷の指閃を取り上げ、東同諸藩における大版蔵屋敷の特質を論じている。第4章では畿内における小藩
の例として、近江小室藩の大阪屋敷を取り上げ、屋敷の拝領、廃止の経過、その後の変容過程を考察して
いる。第5章では、幕末に大仮に設けられた松代藩大阪屋敷を取り上げ、蔵屋敷の新しい経嘗方針と建築
上の特徴を考察している。補論では大阪近郊の小藩である狭山藩を取り上げ、陣出の都市計画とi箸士住宅
の建築構成を考察している。
以上のように、本論文は、大阪蔵屋敷を住居史的に解明するために、豊田期から江戸末期にいたる時間
軸と、丙国・東国という地域軸を設定して、典型例を紹介しながら、従来ほとんど解明されていなかった、
大坂蔵屋敷の特色をまとめあげた労作である。この論文の価値は以下の諸点にまとめることができる。
第 lに、持地に散逸した資料を同捜して良質の建築指図を抽出し、東国・西国の地域性を勘案して、大
坂蔵屋敷研究にまとめたことである。その結果、江戸と比較して研究蓄積が少なかった大阪の武家犀敷研
究に新たな知見を加え、近世住宅史及び大阪の都市史の研究水準を飛躍的に向卜させた点が特筆される。
第2に、大坂蔵屋敷の成立・展開過程を指図を基に追跡し、建物構成、配置、平面計画などを考察し、そ
の変遷をまとめた点である。第3に、大阪蔵尾敷の建築構成において、御殿の有無、銀蔵と令蔵の名称な
ど、丙国と東国の差異を指摘し、西国型・東国型のモデルを提示したことである。これまで一律に論じら
れてきた大坂蔵屋敷研究に多様な視点、を提供し、今後の研究に重要なホ唆を与えるものである。第4に、
大坂蔵屋敷のみを孤立的に研究するのではなく、京都・伏見・大津・敦賀などの藩.1I:lやj按屋敷と比較考察
を行い、大阪蔵屋敷の特質を明確に導いている点である。近世武家住宅研究の分野でも、同様の研究はほ
とんどなく、今後の展開に大きく寄与するものである.
このように本研究の成果は大きなものがあるが、中小諸藩の蔵屋敷の実態については殆ど触れられてお
らず、今後の課題を残している。また文献史料も含めて生活史的な解明も、さらに望まれる所である。
とはいえ、住僧史の分野ではよ開拓であった大阪蔵屋敷を取り卜げ、全国的に史料を博捜し、データ分
析を行った労青は多大なものがある。本論文で得られた知見は、単に住居学の研究にとどまらず、経済史、
近世史、都市史の研究に大きく寄与し、さらに考古学の発掘調査に対しでも貴重な示唆を与えるもので、
その学問的意義は大きい。もって本研究者は博士(学術)の学位を綬与されるに値すると認められる。
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